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一主として短単位処理について
斎　藤　秀　紀
0　はじめに
　国立國語研究所で行なわれている語彙調査も現在第二段階を選え，短単位処
理に・よる調査が進められている。長単位処理による調査については，昭和41年
度に起案され現在にいたっているが，調査の重点を速報性においた結果，付加
情報は最小限必要なものに限定されている。それは，長単位処理自体，短単位
処理のプレエディ｝としての性格を持ち，単位切りの能率と電子計算機を使用
する上での大量のデータを扱う閥題点をさぐる旨的があったためである。
　以上の点から，短単位処理では，より多方面の分析にたえられるよう語種，
贔詞，活用形情報，その他漢字の仮名付け等，文法情報の付加処理を行ったG
また異なる二つの語の単位（長単位，短単位）の接続をはかるため，原文の内
容を容易に参照できるよう配慮し，用例表を作成する。これらの用例表は，長
単位の閥題点であった園形異語処理，また短単位処理における同音異語の判定
を可能にし，さらに資料としても，意味の研究や自動単位切りの闇三等，語の
認定における自動化の研究に対し，貴重な資料になる。
　計算機による処理の概略は図1に示してあるが，細部については各担当者の
報告を参照されたい。なお短単位処理のアクトプットとして予定しているもの
々ま，次の五種の語彙表である。この調査に使用した機械はHITAC－3010形
電子計算機一式，漢宇等のデータ入力機器としては漢字テレタイプライターを
使用した。
1　　50音川頁短単位表
　　見嶺し語に語種，品鳳活用コード及び見出度数を50音順に配列した
　　　　　　　　　　　　　　r77一
23
4
5
　もの。
度数順短単位表
　50音順の配列を度数順に再分類したもの。
活用形語彙表
　各活用語について代表形（終止形）と度：数を示し，変化形別の度数ガ
　ウントを行なう。
語種品詞別語彙表
　各見出し語を品詞別に分類し，度数，類内順位，類内使用率を示す。
50音順用例表
　見出し語の用例をKWIC形式で仮名印字したもの。
1．　システムの概要
短単位処理システムにおいて，特に留意したことは次の二点である。
1．　エラーデータ処理は，チェック点で判定記号を挿入し，ファイルからの
　　分離を行なわず他のチェック済みデータと同一ファイルにまとめるQ
2．磁気テーープフォー一一マットは形式を規順化し全体を印字処理とデータ処理
　　関係の二種類に統一する。
　システムの効率を上げるためには，演算蒔問，入出力時間の短縮をはかるこ
とが重要であるが，もっとも大きな障害となっているのは，いわゆるMan－
ms．achine　communicationと言われる人問と機械のInterfaceである。特に燧、
々のデータに．ついて原文出典を参照するエラー処理において密接な関係を示
し，効率化の聞題はこれら修正の方法いかんにかかっていることが多い。一般
i）中野　洋　語彙調査の類別語彙表について（翻立圏語研究所報告34）
2）江戸　清　「活用形処理」の自動化に関する一方式（闘上）
3）石綿敏雄　薪聞用語調査の用例印字プログラム“COBOI．一KWIC”（本報告）
また長単位処理の概要については国語研究所報告31，34，を参照されたい。
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のバッチ処理では各ランごとにエラーデータを別ファイルに分離し，適当なナ
イクルで一括処理する方法が多くとられる。しかしメインシステムの進行に舎
わせる場合，いずれの場合も，見出し語の照合分離抽出する過程に．おいて，デ
ータのビット変化や脱落をそのまま再要して入力しなければならず，作業能率
の向上はあまり期待できない。また，調査全体のシステムを畏単位処理と短単
位処理の二段贈に．分けた結果，エラーデータの種類が複雑になり，個々のエラ
ー溺ファイルの作成は無駄が多く，デ・t一一タ管理面においても闘題が多い。そこ
で，修正処理については，任意の位置でデータの追加，潮影ができることが望
ましく同時にメイン処理に対し，割りこみ処理の形で早急に修正ランの挿入が
実行できるような機能が必要になる。
　短単位システムでは，以上の点を考慮し，エラーデータについては，個々に
分離することはせず，チェック記号を挿入する方法をとった。これで従来の遂
次処理方式と集中処理方式の爾方式が可能になり，任意の位置でランの進行状
態と適当に合わせて接続点を選ぶことができる。またエラー・一　vaよっては，ビッ
トの変化等再現しにくい状態のものも，テープ中のビヅト変換によって比較的
らくに修正でき，作業段階でのデータ脱落等二重ミスをさけることができる。
その他のエラーデータにも度数の修正を含んだ処置が可能になる。
　システム構成の基本的形式はループ状態をなすもの，Tree（木）構造をなす
ものの二つに分けられる。木構造の特徴としては，前者に比べ各部門間の緊密
な連絡を必要とせず，各々に独立した処理体系を組むことができる。これは，
従来の行政組織をそのまま利用でき，調査の目標基準が各個人単位で計画され
組織全体にまでおよぼない場合に特に有効な形態であり，直線的な処理方法か
らは，高度に組織化された集鼠を必要としない等，利点が多い。Computer利
用技徳としては最も低次のものであろうが，システムの納期等限られた期間内
に目的を実行しなければならない場合，さらに．従来の人手による組織を活用せ
ざるをえない場合等この形式にな：ることが多い。本調査のシステムにおいても
基本的にはこの形式をとったが，末端では各々疎な関係にあっても調査目的の
主たるものが資料作成におかれた場合，一応の目的は果たされるため閥題は起
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きない。しかし，デー：タは多方面に分枝される可能性が生じるため，各部門間
の接続は特に柔軟性を持つことが要求される。
　接続点についての，磁気テープ形式と処理時間とは大量のデータを扱う関係
から，計算機の入出力時間を最小にするよう注意しなければならない。しか
し，テープの編集，分類作業等の割合も全体としてかなりの部分をしめるた
め，藩臣の固定化と入出力時給の短縮という相反した関係の調i整も必要にな
る。また項目の位置と桁の設計には分類処理のキーに制約されるため，直接関
係のある項目については固定化しなければならず，さらにデータの冗長度が増
す結果になる。しかし，キー配列構成を連続指定することにより，処理時の短
縮をはかることは可能であり金体のバランスは保たれるものと考える。
　一般には前述のとおり，各ランのアウトプットは共通ファイル的性格を持っ
ており，データは使いやすさと圃時に，用語調査と研究部門の両端において満
足できる内容を持つことが必要である。またシステム拡張にともなうプログラ
ム変藁を無理なく吸収できる余裕と研究結果をシステムにフィードバッグでき’
る態勢等，常にシステムの拡張に対し柔軟性を保てることが必要である。
　システム条件〔豆〕は以上の点の考慮し設定された：ものである。
　形式の統Hcついては，関係部門で作成されたプログラムを共通に利用でき
る利点もある。周辺処理と基本システムとの接続は，ラン進行に左右されない
疎な関係にあることが望ましいが，データ形式の規格化に．よってデrタ分類順
序の変更，情報付加処理のいかんにかかわらず任意の位置で接続可能になる。
周辺処理については，基本システムをささえ，システム拡張要素を含んだ多面
的なものにすることができ，大規模な機械処理では不可欠のものである。ま
た，機械辞書の共通利用も可能になり，同時に．将来辞書方式による集中処理へ
移行する場合の貴重な基本資料も得られよう。
　ラン望
　前述のとおり，前処理的性格を持つ長単位処理と短単位処理とは接続面に中
閥エディット作業が入り，エラー一の種類を複雑にすることになった。またシス
テム構成面から，長単位情報の転写等見出し語の一致を必要とする場合が多
い。
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　　短単位処理では，エディット作業の能率化をはかるため長単位処理で出現した語の
　　異なりについて作業を行なってある。総出現度数を知りたい場合，長単位語より度
　　数の転写を受け，短単位語について再集計を行なわなければならない。
　エラーの種類については，打鍵ミス，漢テレの誤動作によるさん孔ミス等，
またエディット作業によって生じる単位切り，付加情報及び校正漏れが主な誤
りである。このラソでは，主に見出し語についてチェックし，以下に続く各チ
ェック部門のエラーの揺れを少なくする前段階的処理を目的とする。しかし，
処理過程で必要に応じ，チェック項目を省くことができるがシステムには影響
を与えない。チェックの条件としては，短単位作業のリスト表と再入力される
短単位データとは一致する前程において行い，不一致の見出し語は全て修正の
対象として処理を行う。なお不一致の源因として考えられるものは次の三つの
場合である。
1）長単位エラーを短単位で修正したもの。
2）短単位処理で新たに誤りの発生したもの。
3）長単位エラーの修正：不能なもの。
　検出されたデータは，各々チェック点で表示記号を挿入し，他のデータと区
別し，システム条件の1）を満足するよう照合済みのデータとの分離は行なわ
ない。しかし，エラーファイルに分離することは，任意の位置で可能である。
また入力データについては，50音順に分類されていることが望ましいが，ラ）’
ダム順序のデータについても処理可能である。
　分類済みの場合
　　エラ■一Sd下用ファイルは使用されず，マスターに．全て記録される。データ
　　の判別はエラー蓑示記号によって行なう。
　　U長単位テーブルに見出し語が存在するにもかかわらず，短単位データ
　　　　の入力がなかったもの。
　　＊　入力された短単位データと長単位テーブルとの間に一致する見隠し語
　　　　がな：かった場合Q
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ランダムの場合
　エラー専用の磁気テープを使用する。上記の＊のデータが分離され，エラ
　一用ファイルに書き出される。入力のチェック範囲は，見出し語の照合に
止まり，テーブルから脱落リストの転写を受けることは不能である。
　これらの処理上の選択は計算機上の操作車から行ない，処理については，金
て自動的に行なわれる。図2は短単位処理で薪たに発生すると予想されるエラ
ーの種類と発生点である。なおこのランの処理は一紙半年分単位に実行され
る◎
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　ラン2
前記ランで1サンプサング単位ずつ処理された短単位データを一一2Sの磁気テ
ープに併合する。このランでは，50音順，漢テレ順いずれも処理可能である。
これらの処理の選択指示は計算機の操作卓上の割り込みボタンによって行な
う。サービスルーチンを使用することもできるが，特別の場合以外はこのプロ
グラムを使用する。
ラン3
このランではプログラム処理はおよそ次の通りである。
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1）長単位度数ファイルを利用し，短単位レフードに度数を転写する。
2）エディット記号に従って，長単位から短単位に見出し語の分割を行う。
3）必要に応じエラーーデータの分離を行う。
　短単位レコ・一一ドに長単位度数を転写し，必要に応じラソ1で処理された不一
致データを分離する。度数転写については，システム構成上，短単位で部分集
計を行い，それに長単位度数を加算して総度数を求める。度数の転写方法は，
いずれも両ファイルとも見出し語を漢テレ’コード順に分類しておき，照合して
一致した語に度数を転写する。次の例は度数の配分の状態を表わしたものであ
る。
図3
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　ラン4
　前記処理で分割され，50音順に再分類されたデータを短単位の語形ごとに度
数集計を行い，同時に分散された磁気テープを一本に併合する。このランのシ
ステム中の位置は，予期しない，プUグラム変更やシステム修正が発生した場
合，極力この部分で吸収し，システムのバッファーとしての機能を持たせるこ
とにある。これに．よって，他のプログラムにまで変更が波及するのを防ぎ，こ
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の部分で集中的に操作することを目的とする。
　以上システムの前部分の概要である。印字部については，全てオプションと
なるため，磁気テープフrk　一マットその他は機能本位に構成されている。以下
のプログラムは主として用語調査における度数順語彙表・50音順語彙表を作成
するランである。図3は印字部のフu一一チャートである。
　作業手順はシステA．・フローに示す様eu，．．ソート及び3つのプuグラムより
構成されている。第1のプログラムは比率計算用パラメータにより，順位，比
率等を計算するプログラム。第2のプログラムは度数順及び50音順の語彙表
を，アウトプットする語彙表作成プmグラムである。第3のプログラムは見出
し語処理のプログラムで紙テープにパンチした後，漢テレにより印字するプU
グラムである。
　ラン5
　1紙1年分マージ済みデータを度数順ソート（下降順）し，そのデータをマ
スター・ファイルとする◎パラメータとしては，前段階のプUグラムにより集
計された全体延べ語数・部分延べ語数？度数情報を使用して全体順位，比率・
累積比率・部分順位・比率・累積比率を計算，その他の情報と共にニューマス
タ・ファイルを作成する。なおパラメータ指示により任意の度数迄ファイルを
作成し不必要な部分に．ついては，任意に削除することができる。
　パラメータのフォーマット
　　×一一一×A一一一AB一一一B
　　　7桁　　7桁　　7桁
　X×XX　　　：語彙表のためのアウトプットする度数の値を示す。
　AAAAAAA：全体の語に対する延べ数語を示す。
　BBBBBBB：部分の語に対する延べ語数を示す。
ラン6
度数順語彙表．・50音順語彙表を作成するためのフォーマット変換及びライン
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プリンタにより語彙表をアウトプットし，見出し語について見出し語処理罵フ
ァイルを作成する。度数順語彙表・50音順語彙表・見出し語処理用ファイノレは
それぞれマニアルの指定により，度数順語彙表又は50音順語彙表のいずれかを
アウトプットし，見出し語処理用ファイルに対しては必要・不必要を指定す
る。語彙表は晃出し語25僑で1ページ分とし，200ページごとにリランが取ら
れる。
　語彙表の内容は，ラインカウンター（王ページ25行），判別コード（活用形
処理済みデーータは＊印，活用形処理において出て来たエラーデーータは＃印），
見出し語（見出し語は漢テレコードで入力されているので，漢字・ひかガナ・
カナ文字変換によりカナ文字で次の表示がなされる。）。
ローマ字・数字
盤内記号
盤外記号
特殊文字
情報無棍
エラーデータ
ローーマ字・数字
　一バイナイー
　一バンガイー
　一トクシュー
　ノウカウソト
　一　t　一　一　一　一
　コード番号・度数・全体順位・全体比率・全体累積比率・部分順位・部分比
　ネ
率・部分比率等である。50音順語彙表の場合，全体・部分ともに累積比率は印
字しない。なお印字フォーマットは印宇形式を参照。
　ラン7
　ラン6でアウトプットされた見出し語素理論ファイルにより，紙テープ出力
フォーマット変換およびパンチ・アウトする。紙テープは50ページ分1巻とす
＊　パラメータで指定した全体延べ語数で度数を割り比率を計算する。単位は0／00
　　（パーミル）で小数点以下4位を四捨五入した値。以下各比率は全てこの方法
　　に従う。
：y＊パラメータで指定した部分延べ語数で度数を割り比率を計算する。
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る。なおこの時にリランが必要に応じて取られる。
印字形式は（度数順語彙表）表1の通りである。
　紙テープに．パンチされた見出し語は漢テレ印字する。印字フォーマットは印
字形式を参照
「50音順語彙表」は，表2の印字型式である。
2。　エラー処理
　エラー処理については，従来の付属的な位置からメイン部と対等の状態にな
るよう考える。通常エラー処理システムを考える場合，メイン部と任意に接続
でき，更新ラソの周期と同期させやすい構成が必要であり，岡三にエラーデe
タの削除，修正が容易に行なえることが望ましい。また，場合によってはエラ
・…一ﾌ移動が多くなるため，修正部門との受けわたしリストを正確に．チェックす
る管理面への配慮が必要である。リストの製表については，直接修正用台帳に
利用できるよう構成し，他の台帳への転写その他の手作業は入れないようにす
べきである。表3は，短単位関係のエラーを抽出したものである。
　表3の見繊し語は漢テレに，よって別印字したものである。BOOK＃，　PA
GE，　WORDIcついては，このシステムのラン1で述べた短単位エディット
用原稿の情報を表わす。度数については，長単位度数ファイルより，見出し語
の一一一　ikしたものに転写を行なう。その他見出し語の：不一致のものについては，
記号“U”で区別する。他の度数を持たない部分は，短単位処理で新たに．処理
された，長単位エラーの修正されたもの，短単位エラー等であり記号＊で表わ
す。＊記号については，短単位処理によって果たに挿入された見崖し語であ
り，主に長単位処置におけるパンチミス，単位切りミス等である。表3ではOZ
の見勝し語は短単位エディットで　阿→あ　に変更され入力されたものであ
る。長単位台暖に登録されている『阿倍野絹大斎場』は短単位データとしては
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入力されないため記号が付加されており，08，09の見出し語についても肩様に
処理されている。18，19，20については，『アナ1005』は『アナ誰『1005』に
細分割されているが，U記号と＊記号の状態では長単位単位切りミスであろ
う。単位切りミスはほとんどの場合u，＊は対応ずけられるはずである。この
修正ランでは，当分人手による修正にたよるが，将来は自動処理の方向にもっ
て行く予定である。
．3，　システムの問題と今後の方針
　システム設計の要点としては，次の点を明らかにすることが必要である。
　1）調査の目的と目標になる異体的なテーマ。
　2）確保可能な人員と機材の能力の範囲。
　この2点は相互に影響しあうものと思われるが，研究上の試行錯誤を含み多
方面の晶晶者が集まる場合，1）については，要求を岡山に満足しようとする
ため，当初の目標が：不明確になりやすい。また機械応用の経験IC対して歴史の
あさい場合，2）の査定を誤り初期の目的が達せられない場合も生じる。一般
にシステム構成の上で設計以前に調査思想の統一，作成資料の利用方法，組織
の体制等機構上の統一をはかっておくことが必要である。これらの過程におい
て，調査の目的，使用範囲，前回の調査から次期に対する流れ，さらにこれが
確認され，長期計画の上に立っての個4の調査目標の決定，また長期計画の修
正へと拡張されていくからである。
　一般に調査i諏勺と絹語表の関係は密接である。用語表の作成については，利
用の対象から次の二つの場合が考えられよう。
　1）一一般に語の用法を調べるため，多数の用弼を必要とする場合。
　2）文字または語の統計的性格を調べる場合。
　1）については，個々の罵的に合った第2次情報の付加に耐えられる第1次
資料的性格を持つものでなければならない。なぜならば，これらの資料は現在
一般に対象が言語学方面のみならずComputer利用の雷語情報処理研究者に
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も広がっており，特に具体的な問題を持った人々が多く，これらの要求にも答
え得るものでなければならないからである。普通，単語またはそれに近い語形
に分割され，集計された後では，調査対象の傾向を調べる場合に一つの意昧を
持つにしても，失なわれる情報量が多く，第1次資料としての性格が失なわれ
るからである。2）については，1）から任意な再処理が可能であるQしかし
逆の場合は必ずしも成立しないことは前述の点からも明らかであろう。
　現在ではComputer利用の用例表の作成は，大体：KWIC形式になることが多い。
　使用上の注意としては，収集されたデータは最大公約数的になり収録漏れについての
　扱いが問題になり，デーータ数増加との悪循環を断ち切る方法が必要である。
以上の2面を満足させるため，調査段階を二つに分けることが必要であろう。
前部分では，第1次資料の作成，後部分ではそれらの資料を使っての分析を含
む処理である。これで内外の利用者に対し，必要な段階ごとの資料を提供で
き，かつ過去の記録の蓄積という，将来再処理の必要性に対するデータの保存
としての性格も可能になる。これは調査資料の基本的性格としては，公刊物と
しての面と資料の記録性の2面を持っているものと考えるからである。
　また第1次資料を利用し，さらに清報の付加を行なう場合，システム構成面
からシソーラス利欄の可能性を持たせるため，単～辞書方式による処理方法を
考えてみたい。
　単一辞書による集中処理方式の利点としては，およそ次の点で有利であると
考える。
1）システム構成を調査部門と辞書作成部門の二つに大別できる。
2）情報付加，エラー修正等の集中処理が可能になり，辞書その億の誤りを
　　多方面から同時にチェックできるQ
3）辞書項国と調査の段階内処理とを一致させることが可能。
　1）における調査部門は，従来の語彙表作成処理を中心としたもので，処理
上では辞書作成部門と対になるものである。これらは，システム管理上二部門
　　　　　　　　　　　　　　　　一89一
に分けたものであって，さらに次の二種のシステムに分けることが必要になろ
う。
イ）情報検索システム
ロ）数値統計システム
　これら二種目システムは，辞書作成，データ処理部門とも共通に利用できる
ように，分析用としてナブプログラムシステムの性格を持たせることが必要で
ある。特に用語調査における情報検索システムの必要性は，大量の用語を，シ
ステムの進行に合わせて分析するために，従来¢）語彙表を中心とした人手によ
る方法では問題が多く，特に特定の条件を持つ用語の分析を行なう場合には，
致命的なものとなる。これは，不特定多数の研究者が，関連部門で硫究された
データを自由に利用しようとする場合にも同様であり，任意の条件で必要な情
報を抽出する技術が必要になってくる。
　数値統計処理システムは，大量の調査用データの概略を知るうえに，また語
の相互関係を具体的な数値で表わす場合に必要であり，機械処理とは密接な関
係にある。また虚語が，蒔閥や環境によって変化し，強い規則性を持つと同蒔
に同義牲等の意味のあいまいさを持ち，試行錯誤を必要とするため数値によっ
ても確定した値を求めることはできない。しかし統計量による相対値を示すこ
とは可能になり，同時に．，集合による状態のパターンから確定できるものと，
それ以外のものの分離の目やすに使用でき，一般現象から具体的構造をさぐる
場合に，調査対象の範囲を限定するのに有効である。
　その他，システム管理面からは，多人数の人々の関係をシステムに接続させ
る問題がある。通常は，各分野ごとに醗究グ7Y・一一プをもうけ，それぞれを一種
のサブシステムとして独立させ，辞書の共動作成面で結合させる。これによっ
て，管理体制の縦割りから，横への関係に拡張でき，いまだ機械化の：不能な部
門についても，関接的にシステムへの接続が可能になり，さらに辞書の共動利
儒という面から，薪たな研究分野の発展も期待できるようになる。
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一般的な調査の形態ではシステムの効率化と調i査精度が問題にされるが，論語調査
では，研究という平行処理を持つため，特率については，ある程度二三を受けるこ
とが多い。
　辞書を使って情報付加を行なう場合，処理段漕を必要に応じ分割するごどが
できるが，エラーその他の修正更新のさいには，辞書の種類だけ処理の増加を
まねくことが多い。特に共同利用のため種々の情報を蓄積して行く過程で，人
手を使う場合には，修正の情報管理には不手ぎわを起こしやすく，辞書作成面
でのエラーの扱いが問題になる。
　この点辞書の作成を集中的に行った場合，語彙表の利豪者による多面的チェ
ックも可能になり，誤りチェックを多部門から同時に実行でき，修正に対して
（X一一カ所でコントPt・一ルできる利点もあり，データ管理面からも比較的更新し
やすいものとなる。
　また最近記録媒体としての外部装置も，容量，速度の面で満足できるものが
多くなり，将来辞書内容の増加によって，シソーラスとして発展させることも
考えられ，これらの方面からも実用化の研究が必要であろう。
　その他，計算機利用のためのプUグラムの使用は，従来のアセンブル言語か
ら問題向き言語の一種であるCOBOL等のコンパイラーの使用を考える必要
があろう。COBOLは事務計算用に開発されたもので，非数値的情報（文
字，二号類）も扱いやすく，言語情報処理にも十分たえられる機能を持つ。表
現は自然語に近い英文で記述され，書きやすさと共に，他人にも理解しやすい
論理構造をとることが可能である。さらに．，電子計算機の機種に関係しない共
通言語的性格を持っておりシステム変更にともなうプログラム変換作業をさけ
ることができ’る。
　またCOBOLの一命令は，ほぼアセンブラーの一処理単位に相当し，プロ
グラム作成，修正間時を大幅に短縮でき，システム増加にともなう人員の確保
と共に，新人教育における教湾期間の短縮とを同時に．行なえる利点がある。以
上の点からもCOBOL二一eeコンパイラー雷語への切換えは積極的に検討す
る必要があろう。
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4．’結び’
　以上で短単位処理に関するシステム構成の説明を終える。新聞の用語調査シ
ステムは長単位処理システムと対になるものであるが，これらのプログラムの
開発駕よって，解決しなければならない種々の問題が明らかになった。これら
の大部分tls　，’現在の言語情報処理の問題点ともあいつうじ，解決方法を外部に
求めることも多くなることが予想される。また，逆に外部の要求に答え得る基
礎研究部門の充実は，用語調査のあるべき’姿の一面を持っていると思われ，将
来の調査についても定性的に，より厳密な調査が必要になるであろう。今回の
調査がこれらの調査に対し，基本的なデータを与え，さらに，作成された資料が
一般言語研究者に有効に利用されれば幸いであると思う。
　この報告の最後に．，この処理で使用された磁気テープフォ’一マットを示して
おいた。一見無駄が多く非能率的な形式であるが，なるべく使いやすく一次情
報の保存をはかったつもりである。最：後に，このシステムの設計は書語計量調
査室，第一資料研究室の全員によって検討された。また，設計の中核をなした
木村繁氏は設計の中途で他に転出された。研究補助員の花井夕起子氏にはプロ
グラム作成面で種々の協力を受けた。特に後部門については花井氏におうとこ
ろが多い。
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